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第２パラキシレン製造装置火災事故の原因と再発防止策について 
 
 
弊所（所長：取締役副社長執行役員 古山富夫）では，本年４月２０日に発生した「第２パラキシ

レン製造装置 ポンプＰＵ－７５２Ａ火災事故」につきまして，所長を委員長とする「事故調査委員

会」を設置し，関係当局の指導を仰ぎながら，これまで原因究明および再発防止策について検討して

まいりました。今般，その結果がまとまりましたので下記のとおりお知らせいたします。 
地域の皆さまをはじめ，関係する多くの方々にご迷惑とご心配をおかけしましたことを，あらため

てお詫び申し上げます。今後は，再発防止策を徹底し，製油所の安全・安定操業に全力を傾注してま

いります。 
なお，事故発生以降，鹿島南部地区消防事務組合消防本部より消防法に基づく使用停止命令を受け，

当該装置を含む関連装置を停止しておりましたが，本日，使用停止命令が解除されました。今後，順

次運転を再開してまいります。 
 

記 
１．事故の概要 
（１）発生日時：２００８年４月２０日（日）１６時５分頃 
（２）発生場所：第２パラキシレンン製造装置 ポンプＰＵ－７５２Ａ 
（３）被害状況：ポンプおよび周辺の配管，電気・計装設備等の損傷。人的被害はなし。 
 
２．事故原因 
（１）第２パラキシレン製造装置のポンプＰＵ－７５２Ａで激しい振動が生じ，ポンプに付属して

いる圧力計ノズル等を損傷したため，プロセス流体が漏洩し火災となった。 
（２）ポンプが振動した原因は，急激な温度変化によってポンプに歪みが生じ，ポンプ内のベアリ

ング部が損傷したことによると推定している。 
（３）着火源は，ポンプの高温部または摩擦衝撃火花との接触と推定している。 
 
３．再発防止策 
（１）流体の温度とポンプの温度差が管理範囲内であることを確認したうえでポンプを起動するよう

操作手順に加えた。 
（２）流体の温度を把握するために，ポンプの吸引ラインに温度計を設置した。 
（３）発災したポンプと同型式のポンプについても同様の改造等を行った。 
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